
父と娘
クレア・ベネットは彼女の人生において重大な決断を下した。家族に
は一切話していない自分の秘密を父親に打ち明けたのだ。彼女の身体
はどんなケガも直ぐに治ってしまう、特別な身体なのだ。

むろん、彼女は知る由もないが、彼女の父、ベネットはその秘密をす
でに知っていた。
眼鏡をかけたこの謎めいた男は、組織に属し、能力を持つ者たちを集
めている。ベネットのターゲットは能力者。能力を持つ者であれば例
外はない、それが善人であれ悪人であれ、たとえそれが自分の「娘」
であっても。



父親にとっては最悪の悪夢だ…

「お嬢さんは亡くなりました」
という言葉はまだ聞かずに
済んでいるが…

運が良かっただけだ。
クレアがサイラーの手に
かからずに済んだのは。

お嬢さんについて
お話しがあります。

娘の死を知らせるために、
他の男がやって来るなんて…。



どう申し上げたら
いいか…

…お嬢さんは
亡くなりました。

何の用だ？

スーツの男がここに来るのは、
ものをくれるか、
とっていくかのどっちかだ。

どっちだ？
やつに価値があったか？
それとも、葬式代を払え、か？



何ですって？

大きくなっても問題ばかり…
ただの安っぽい売春婦さ。

娘があんなのになったら、
あんたも何が起きようと
知ったことかと思うさ。

あいつはもとから
頭痛のタネだった…

あたしの子
じゃないわ、
自分で面倒
みなさいよ！



確かに、
私が見つけたときは
そうだったかもしれない。

両親はアル中、
父親には捨てられ…

最悪な子供時代だった。
でも、彼女は立ち直ったんだ。

彼女は、能力を奪おうとする
邪悪な男と命がけで戦った。

彼女の犠牲で、
大勢が救われた。

あんたの娘は
ヒーローヒーロー
なんだよ！



あんたは最低だ。

ち、ちょっと
待ってくれ・・・

全部消すな。

罪悪感は残せ。


